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「
文
化
財
防
火
デ
ー
」に
ち
な
ん
で

１
月　

日
、
中
尊
寺
と
毛
越
寺
で
文

23

化
財
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時　

分
、
中
尊
寺
旧
覆
堂

40

北
側
付
近
で
第
１
火
災
が
、
ま
た
午

前
９
時　

分
に
毛
越
寺
厨
房
で
第
２

30

火
災
が
発
生
し
た
と
想
定
。
演
習
指

令
が
出
さ
れ
る
と
、
町
消
防
団
な
ど

か
ら
約
２
５
０
人
が
出
動
し
、
機
敏

な
動
作
で
建
物
を
水
幕
で
包
み
ま
し

た
。
ま
た
自
主
防
災
会
に
よ
る
文
化

財
の
搬
出
訓
練
な
ど
、
実
戦
さ
な
が

ら
の
消
防
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
、
町
営
中
尊
寺

第
２
駐
車
場
と
平
泉
文
化
史
館
の
両

会
場
で
、
町
消
防
団
の
出
初
式
が
開

か
れ
ま
し
た
。 
観
閲 
や
町
長
告
辞
、

か
ん
え
つ

団
長
訓
示
に
引
き
続
き
、
団
員
の
定

例
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
通
り
で

す
。（
敬
称
略
）
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（
第
３
分
団
）��
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（
第
４
分

団
）��
�
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（
同
）�
�
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（
第

７
分
団
）�
�
�
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（
同
）�
�
�

�
�
（
第
８
分
団
）�
�
�
（
同
）

�
�
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第
９
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団
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同
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第
２
分
団
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（
同
）

�
�
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（
第
３
分
団
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（
第

４
分
団
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�
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（
同
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�
（
第

８
分
団
）
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第
１
分
団
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同
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５
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団
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第
６
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団
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同
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分
団
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��中尊寺と毛越寺では機敏な動
作で放水訓練が行われた�りりし
い姿の消防団員�告辞を受ける婦
人消防協力隊�功労章を受章した
消防団員�自主防災会による文化
財の搬出訓練
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昭
和　

年
１
月　

日
に
現
存
す

24

26

る
世
界
最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ

る
奈
良
の
法
隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
、

壁
画
が
焼
損
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、
翌　

年
に
文

25

化
財
保
護
法
が
制
定
。
１
・
２
月

が
１
年
の
う
ち
最
も
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら

　

年
に
１
月　

日
を
「
文
化
財
防

30

26

火
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。
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　平泉の文化遺産は、６月の世界遺
産登録を目指しています。このコー
ナーでは、登録に向けた取り組み状
況についてお知らせします。
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講演会で講師を務める前ユネ
スコ事務局長の松浦晃一郎氏

�
柳
之
御
所
遺
跡
か
ら

発
掘
さ
れ
た
折
敷

�
志
羅
山
遺
跡
か
ら

発
掘
さ
れ
た
折
敷

　昨年はユネスコへの推薦書提出、そしてイコモス現
地調査と世界遺産登録の取り組みが大きく前進しまし
た。12月上旬にはイコモス内部で世界遺産パネルが開
催されており、「平泉」はじめ各国からの推薦資産が
審査されています。その後、イコモスからさらに詳細
な情報が求められることも想定されていたわけです
が、現段階（１月27日現在）まで要請はありません。
　推薦書の内容と現地調査により、イコモス内では「平
泉」の価値が正しく評価されたとも考えられますが、
５月の勧告まで楽観は許されません。
　１月28日には、昨年夏に文化庁長官に就任した近藤
誠一氏が「平泉」の資産を視察しました。

に尽力されま
した。今回の
講演会では、
登録する側か
らの視点で、
世界遺産の現
状と将来につ
いての貴重な
お話しや、平
泉の文化遺産
についての率
直な意見が述
べられること　近藤長官は３年前の世界遺産委員会の際、ユネスコ

日本政府代表部特命全権大使として尽力された方で
す。今回の再推薦でも重要なポジションであり、今後
の活躍が期待されます。
　また来月３日には、パリのユネスコ本部で長年にわ
たって事務局長を務められた松浦晃一郎氏が世界遺
産講演会の講師として来町し、資産を視察します。
　ユネスコ事務局長在任中の松浦氏は世界遺産登録
制度の改善や「無形遺産の保護に関する条約」の発効

と思われます。

　

　皆さんのご参加をお待ちしています。

�������	
��

����３月３日（木）　18：00～
����ホテル武蔵坊
����松浦晃一郎氏（前ユネスコ事務局長）

　 折敷 は木製のお盆で、椀や皿を置いて使います。絵
おしき

巻物には、配ぜんや宴会の様子のほか、折敷も描かれ
ています。平泉で見つかっている一般的な形は長方形
で、縁に細い板を巡らせていて大きさは30㌢くらいの
物が多いようです。完全な形で見つかることはまれで、
ほとんどの物が壊れていたり、割ってちゅう木などに
転用した形で見つかっています。
　柳之御所遺跡では、墨で文字や絵が描かれたものが
見つかっています。「 人々   給  絹  日記 」という表題を持

ひとびとに たまう きぬの にっき

つ折敷はその代表的な物です。衣装の給付リストと思
われ、衣装の種類や数、人物名などが書かれた重要な
資料です。
　志羅山遺跡からは、縁板も残るほぼ完全な形のもの
が見つかっています。縁板は木製のくぎによって止め
られており、大きさは横は38㌢、縦は27㌢ほどで刃物
の傷や焦げ跡が後ろに付けられています。


